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【キャッチフレーズ】 

ユイの心をもち 夢に向かって 

やる気いっぱい 岡小の子 

 

 

校長  田子山 ゆかり 

令和４年度の教育活動も終盤となりました。残り

わずかな日数ですが，全ての児童が満足して終わ

れるように，気を緩めることなく精進して参ります。家

庭や地域におかれましても健やかな学校生活が送

れますよう，ご支援をよろしくお願いいたします。 

さて，本年度も児童一人一人の可能性にスポット

を当て，その良さが最大限発揮できるように，様々な

教育活動を創意工夫しながら取り組んできました。

また，当該学年における学習内容の確実な定着に

向け，授業の充実や個別指導にも力を注いできまし

た。それらの取り組みの結果として，テスト等での一

定の成果や作品展における数々の受賞，行事での

活躍，学校生活全般における意欲的な態度など，

素晴らしい姿として発揮されています。この一年の

児童の頑張りや成果を漢字一文字で表し，紹介し

ます。岡前小学校は，これからも，「岡小っ子の可能

性は無限大！」を掲げ，活気に溢れた学校にして参

ります。ご期待ください！ 
 

  

【生活目標】すみずみまでそうじをしよう 

【保健目標】一年間の健康生活の反省をしよう 

【給食目標】一年間の給食をふりかえろう 

１日（水） なわとび発表会（低学年②，中学年③，高学年④） 

家庭教育学級 ＰＴＡ専門部会  学級ＰＴＡ 

２日（木） 移動図書 

３日（金） 家庭学習定着週間【～９日】 

１６日（木） 卒業式予行 ※１～４年生は５校時授業 

２０日（月） 卒業式準備 

２２日（水） 離任式 ※予定 

２３日（木） 第１２６回卒業式 

２４日（金） 修了式  大掃除 ※給食なし 

       三校合同送別セレモニー（18:00～岡前小体育館 ※未定） 
 
 

【生活目標】元気よく返事「はい」 
【保健目標】自分の体を知ろう 
【給食目標】給食について知ろう 
５日（水） 入学式準備（新５・６年） 
６日（木） 新任式 始業式 入学式 
      いじめ問題を考える週間【～12日】 
７日（金） 三校合同歓迎セレモニー（18:00～岡前小体育館 ※未定） 

ＰＴＡ役員会（19:00～ ※予定） 
１０日（月） 身体計測・視力検査（高学年） 
１１日（火） 身体計測・視力検査（中学年） 
１２日（水） 身体計測・視力検査（低学年） 
       ひまわり・あおぞら学級開級式 
       学級ＰＴＡ 
１３日（木） 聴力検査（１～３年・５年） 
       家庭訪問【～20日】 
１４日（金） 避難訓練（地震） 
１８日（火） 全国学力・学習状況調査（６年） 
２０日（木） 交通安全教室 
２４日（月） 知能検査（２・４・６年） 
２５日（火） ＮＲＴ学力検査【～26日】 
２８日（金） 春の一日遠足（１～４年） 

※ 新型コロナウイルス感染状況等により，行事予
定が今後変更することがあります。 

元気な笑顔が絶えない１・２年生。 

何事にも「やってみたい！」と，意欲に 

溢れ，チャレンジしました。計算，漢字，

音読，縄跳びなど，できるようになったこ

とがたくさんありました。進んであいさ

つもバッチリ！１・２年生のパワーで学

校中が明るさに包まれていました。 

「やればできる！」を証明してくれた３・

４年生。積極的な発表，活発な意見交換，

活気に満ちた行事への取組など，様々な

場面において，本領を発揮！全員が，意

気揚々と臨んでいました。３・４年生の

頑張りに，学校中が勢いづき，活力がみ

なぎりました。 

 下学年への優しさ，級友への気遣いが

できる５・６年生。岡前小の核として，

最善を尽くしました。静と動の切り替え，

行事を成功に導く立役者，主体的に課題

解決に挑む学習態度など，これぞ高学年

の姿を示しました。1年を通して，優れた

力を発揮した５・６年生でした。 



 
 
 
２月１５日（水）に，来年度

本校に入学予定の児童を対
象にした一日体験入学を実
施しました。 
現１年生が魚つりや的当

て等のゲームや音楽の発表
で新入生を楽しませるなど，
お兄さん・お姉さんらしく頑
張る姿にこの一年の成長を感じることができました。また，手
作りメダル等もプレゼントしたり，タブレット端末でお絵かき
を体験してもらったりするなど，新入生の素敵な笑顔が見ら
れる場面もたくさんありました。 
元気いっぱいの新入生のみなさんと４月に会えることを児

童・職員一同楽しみにしています。 
 
 
 
２月２４日（金）に，６年生を送

る会とお別れ遠足を行いました。 
６年生を送る会では，これまで

岡前小のためにがんばってきた６
年生への感謝の気持ちを込め
て，１～５年生が歌やダンス・ボデ
ィパーカッションなどの出し物を
披露しました。６年生はうれしそうな表情でそれぞれの発表
を見ており，中には感極まって涙を流す児童もいました。６年
生からも，お礼として趣向を凝らした楽しい発表があり，中

学校への希望や下級生へ託す思
いも伝えてくれました。 
また，その後のお別れ遠足は，
天城町総合運動公園に移動し，
全校で鬼ごっこをするなど友達と
思い切り体を動かして楽しむこと
ができました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
１月１７日(火)・１８日(水)に鹿児島学習定着度調査があ
りました。本調査は，本県の５年生が全員受ける学力検査で
す。国語は「漢字の読み・書き」や「ローマ字の読み・書き」
や，「慣用句」，「敬語」，「主語・述語・修飾語の関係」等，社
会は「日本の地形や領土」，「日本の工業生産」，「日本の
農業の特色」等，算数は，「四則計算の適切な処理」，「単
位量あたりの大きさ」，「図形の面積の求め方の解釈」等，
理科は「もののとけ方」，「天気の変化」，「受粉と結実の関
係」，「植物の発芽と成長」，「電気のはたらき」等の問題が
今年度出題されていました。 
本校の調査結果は下記のとおりです。いずれの教科も県
平均通過率を上回る結果となりました。なお，定着がもう一
歩だった問題については，年度末までに家庭学習や学校で
再度取り組むなど学習内容の定着に努めていきます。 
また，算数【「時刻と時間」，「長さ」（３年生），「資料の整
理」，「図形の性質と構成要素」等】や理科【「太陽とか
げ」・「音の大きさと伝わり方」（３年生），「物のあたたまり
方」・「電気のはたらき」（４年生）等】の調査においては，３・
４年生の学習内容も多く出題されていることから，３・４年生
の児童にも既習の問題に取り組ませていきたいと思います。 
１ 各教科の全体平均通過率（％） 

教 科 本 校 天城町 大島地区 鹿児島県 県との差 

国 語 73.1 72.6 71.8 71.6 +1.5 
社 会 82.3 83.3 80.0 78.5 +3.8 
算 数 70.8 69.8 69.6 68.3 +2.5 
理 科 75.6 76.4 72.5 73.0 +3.3 

 
 
 
 
 
２ 各教科における「基礎・基本」，「思考・表現」の平均通過率（％） 

教  科 基礎・基本 思考・表現 

国  語 72.9 65.0 
社  会 84.0 80.0 
算  数 80.5 58.5 
理  科 85.3 76.4 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 本調査は，全体の通過率を７割に設定した上で問題が作成されてい
るが，本校は４教科全てにおいて通過率が７割を超えている。 

しかし，問題別・領域別に通過率を見てみると，中学年までの基本的な
知識や表現方法を問われる問題の正答に課題や個人差が見られる。 

本調査は，全体の通過率を「基礎・基本」８割，「思考・表現」５割に設

定した上で問題が作成されている。 
「知識・技能」については，国語と社会において県が設定した基準である
８割を上回っており，基礎的・基本的内容の定着が図られているが，算数

と理科において基準をわずかながら下回っている。与えられた図形の性
質や構成要素に見合った複合図形を判別する問題や，実験器具や道具
の使い方に関する問題など，中学年までに学習した基礎的な内容等に

課題がある。 
「思考・判断・表現」については，全ての教科において県が設定した基準
である６割を上回っており，データや資料を正しく読み取る力や，示され

た考えを基に数の相対的な大きさを用いて処理する方法を記述する力
について改善が見られた。しかし，目的に応じて自分の考えが伝わるよう
に書き表し方を工夫する問題や，事実と感想・意見を区別しながらの話

や文章の構成を考える問題に課題が見られる。 
 

２月９日（木）に，「ファミリーマートありがと
うの手紙コンテスト２０２2」オンライン表彰式
が本校で行われ，高学年の部で最優秀作品
賞を受賞した６年生の○○○○さんが参加し
ました。 
南九州ファミリーマート取締役の方からの
講評をいただき，学校長から表彰を受けまし
た。また，伐採されたガジュマルの木への想い
を綴った手紙文を堂々と発表することもでき，
思い出に残るひと時となったようです。 

○○○○さん(６年）の作文が，南日本新聞（令和５年２
月１７日付）の『若い目』欄に掲載されました！ 

○○○○さん(４年）の作文が，南日本新聞（令和５年２
月１７日付）の『子供のうた』欄に掲載されました！ 

 


